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講演会講師の絵本作家・のぶみさん（右）。
会場には女性や親子連れが多く参加して
いました。

この他にもたくさんの家庭（伝統）料理・アイディア料理が並びました。

　「家庭の日」運動は、1955年（昭和30年）に鹿児島県鶴田町（現在のさつま町）で生まれました。
　鶴田町では、「家同士のつながりは強い反面、家の中の家族の絆が薄れつつあるのではないか」
という問題がありました。加えて、農業を主な産業としたこの町では、ゆっくり休むことすらで
きない農業従事者が多いことに気づかされ、「農休日を設けては」という提案が起こりました。
この「家庭の日を大切にしたい」、「農休日を設けては」という思いが重なり、「家庭の日」という、
日本で初めての試みが産声をあげ、町を挙げての運動へと盛り上がったのが始まりです。
　その後、昭和41年５月の青少年育成国民会議の発足を機に、この運動が国民運動として、全
国へ急速に広がっていきました。

一　家庭は、すべての教育の始まり
であり、人間形成の礎であること
を認識し、豊かな心と健やかな身
体を育むための環境づくりを進め
ます。　
一　子どもたちの豊かな心と身体、
夢と希望を持ち、お互いを支え合
う自立した人として成長できるよ
う、生きる力を育んでいきます。
一　「家庭の日」の在り方を再認識し、
金山町全体が、家族の強い絆とあ
たたかさに包まれるよう、意識を
高めていきます。
一　美しい金山町を次世代に引き継
ぐため、環境美化への取り組みを、
より一層進めていきます。
一　安全・安心で住みよい町づくり
のため、交通ルールを守り、思い
やりのある運転を心がけます。
一　食に対する意識を高く持ち、家
庭において日々実践していきます。
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漆野いんげん甘煮 色彩りおにぎり さつまいもの揚げ餅

完熟柿の寒天

スパニッシュオムレツ

山ぶどうゼリー

かぼちゃのモンブラン 大根の山ぶどう漬け

納豆と白ネギのミニピザ

大　会　宣　言

　
12
月
６
日
、
第
39
回
金
山
町
「
家
庭

の
日
」運
動
推
進
大
会
が
、町
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
町
女

性
団
体
連
絡
協
議
会（
松
田
聖
子
会
長
）。

　
町
づ
く
り
に
「
女
性
の
力
」
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
こ
の
日
は
、
役
員
・
各
地

区
婦
人
会
の
皆
さ
ん
、
お
は
な
し
サ
ー

ク
ル
「
き
つ
ね
の
ボ
タ
ン
」（
半
田
季

三
子
代
表
）
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
下
、
講
演
会
、
交
通
安
全
の
啓
発
、

結
核
予
防
の
募
金
活
動
、
バ
ザ
ー
、
伝

統
（
家
庭
）・
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
の
展

示
と
試
食
会
が
行
わ
れ
盛
況
で
し
た
。

　
今
回
の
講
演
会
の
講
師
は
、
絵
本
作

家
・
の
ぶ
み
さ
ん
。
国
内
で
も
有
名
な

人
気
作
家
と
あ
っ
て
多
く
の
フ
ァ
ン
や

親
子
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
披
露
す
る
と
会
場
内
に
は

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
参
加
者
は
の
ぶ
み
さ

ん
の
絵
本
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い

る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　
本
の
販
売
や
サ
イ
ン
会
は
長
蛇
の
列

が
で
き
、
絵
本
の
魅
力
や
家
族
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
十
分
ア
ピ
ー
ル
す

る
講
演
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
後
は
、
交
通
安
全
宣
言
と
大
会

宣
言（
決
議
）が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
認
定
こ
ど

も
園
め
ご
た
ま
（
井
上
亘
園
長
）
の
年

長
園
児
と
先
生
方
に
よ
る「
金
山
小
唄
」

に
合
わ
せ
た
踊
り
を
披
露
し
、
会
場
に

華
を
添
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
健
康
福
祉
課
か
ら
「
心
の
健

康
づ
く
り
」
に
関
す
る
資
料
を
配
布
。

睡
眠
や
休
養
の
大
切
さ
を
説
き
、
ス
ト

レ
ス
を
溜
め
な
い
こ
と
、
う
つ
病
を
防

ぐ
た
め
に
生
活
習
慣
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
「
今
回
の
講
演
会
の
講

師
は
良
か
っ
た
し
、
す
ご
く
充
実
し
て

い
た
。
若
い
お
母
さ
ん
方
の
参
加
が
増

え
た
こ
と
は
い
い
こ
と
」
と
話
す
方
が

い
れ
ば
、
一
方
で
「
子
育
て
世
代
に
あ

た
る
父
親
の
参
加
が
も
っ
と
あ
れ
ば
い

い
の
に
」、「
婦
人
会
の
な
い
地
区
に
も

参
加
を
呼
び
か
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

も
意
見
も
出
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
女
性
団
体
の
皆
さ
ん
の
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
毎
月
第
３
日
曜
日
、
家
族
が
集
ま
る
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